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<研究概要>

海洋酸性化の影響が深刻におよぶと考えられる沿岸海域の石灰化生物のうち飼育技術のある種（ウニ、貝類、サ
ンゴなどを対象）に対し、CO2濃度増加、すなわち、pHの低下のもとで飼育実験を行い、その成長や再生産に及ぼ
す影響のデータを得る。制御に工夫を施した装置を用いて、低レベルのCO2濃度増加飼育実験、すなわち、近未来
に海洋でおこる状況をシミュレートした飼育実験を行う。
(1) CO2増加が沿岸底生生物と生態系に及ぼす影響に関する研究
沿岸海域では、海水のCO2濃度は日周変動しており、昼間の低濃度が生物にCO2ストレスからの回復を可能にした
り、あるいは夜間の高濃度が非常に大きなインパクトを与えたりする可能性を含んでいる。そこで、従来からの
実験的研究で、CO2濃度増加に対する感受性が特に高いウニについて、日周変化を与えた低レベルのCO2濃度増加
飼育実験を行い、近未来海洋で起こり得る生物への酸性化影響を解明する研究を行う。
(2) CO2増加が水産重要生物の幼生に及ぼす影響に関する研究
産業上重要な大型海洋生物を飼育し、CO2を高めた環境下でどのような影響が出るかを実験的に調べた例がほとん
どないため、すでに幼生期の飼育手法が確立している種を選択し、卵から幼生初期の最も影響が出やすいと考え
られる時期に焦点をあてて、その影響を解明する。
(3) CO2増加が造礁サンゴおよび有孔虫類の石灰化に与える影響に関する研究
サンゴの石灰化量が海水の炭酸カルシウム飽和度、すなわちCO2濃度あるいはpHに依存することがいくつかの種に
ついて報告されているが、わが国のサンゴ礁を代表する種について知見が十分でない。そこで、自然に近い日周
変動を与えたCO2濃度増加条件でわが国の亜熱帯域に生息するサンゴ類について、石灰化量のCO2濃度依存性を明
らかにする。また、サンゴ礁でサンゴに次いで石灰化に寄与している有孔虫について、CO2濃度増加影響を把握す
る。
(4) CO2増加が造礁サンゴの生活史に与える影響に関する研究
海水の酸性化は、有殻生物の定常的な石灰化量の低下を引き起こすだけでなく、初期発生過程に重大な影響を与
える可能性が危惧される。そこで、亜熱帯域の造礁サンゴ類を対象に、主に産卵から受精、共生藻の獲得、浮遊
期から定着に至る過程に注目して、海水pHの低下が与える影響を解明する。
(5) CO2増加飼育実験の精度管理と沿岸域CO2分圧変化に関する研究
CO2分圧測定と採水による全炭酸・アルカリ度計測を併用して、各機関で本研究のために運転する飼育装置のCO2
濃度制御に関する精度管理を行う。合わせて、装置で得られる沿岸海域pCO2変化の解析から、従来データが十分
でなかった沿岸域のpCO2時系列変動の評価を行う。
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